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祝4周年　市民交流センターNICORI
これからも、まちづくりの中心・交流の拠点として、
市民の皆さんの笑顔あふれる施設を目指していきます！
（9月6日、4周年記念NICORI祭　子育て支援センター）



　
現
在
、
日
本
は
食
料
の
多
く
を

外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
安
全
で
安
心
で
き

る
食
生
活
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
で
収

穫
さ
れ
る
食
材
を
使
っ
て
受
け
継

が
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
の
味
＝

郷
土
料
理
」
が
改
め
て
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
郷
土
料
理
は
、
他
の
地
域
で
は

見
ら
れ
な
い
食
材
や
、
独
特
の
味

つ
け
や
調
理
法
で
作
ら
れ
、
そ
の

土
地
に
暮
ら
す
方
々
の
誇
り
と
し

て
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
伝
え
ら

れ
て
き
た
大
切
な
食
文
化
で
も
あ

り
ま
す
。
郷
土
料
理
を
知
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
良

さ
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
良
き
伝
統
で
あ
る
食

文
化
を
理
解
し
、
大
切
に
し
、
後

世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を

育
む
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
収
穫
の
季
節
、
実
り

の
秋
の
到
来
。
郷
土
料
理
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

郷
土
料
理
を
知
る
こ
と
は
、	

地
元
食
材
を
知
る
こ
と
か
ら

　
私
た
ち
の
身
近
な
郷
土
料
理
の

一
つ
に
、「
ほ
う
と
う
」
が
あ
り
ま

す
。

　
韮
崎
小
学
校
や
韮
崎
北
東
小
学

校
な
ど
で
は
、
毎
年
、
食
生
活
改

善
推
進
員
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
ほ
う
と
う
作
り
教
室
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
収
穫

さ
れ
た
地
粉
や
野
菜
等
を
使
用
す

る
な
ど
、
児
童
が
地
域
の
食
材
に

親
し
み
を
持
ち
な
が
ら
郷
土
料
理

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

▲韮崎小学校でのほうとう作り教室の様子

風
土
が
育
む
、
ふ
る
さ
と
の
味
、
家
庭
の
味

魅
力
再
発
見
！

見
つ
め
直
そ
う
、
郷
土
料
理

実りの秋
特別企画
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家
族
で
食
卓
を
囲
む
日
常
的
な

ひ
と
と
き
は
、「
い
た
だ
き
ま
す
」

か
ら
始
ま
る
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
家
族
が

顔
を
合
わ
せ
、
そ
の
日
の
出
来
事

や
感
じ
た
こ
と
を
話
す
こ
と
で
、

家
族
の
繋
が
り
を
強
く
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
食
卓
に
あ
が
る

料
理
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
様
々

な
味
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
郷
土
料
理
が
皆
さ
ん
の

食
卓
に
出
る
頻
度
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ふ
る
さ
と
の
味
と
し
て
思
い
浮

か
ぶ
料
理
に
今
回
紹
介
し
て
い
る

「
ほ
う
と
う
」が
あ
り
ま
す
。
昔
は

お
米
が
尊
い
も
の
で
、
小
麦
や
か

ぼ
ち
ゃ
や
芋
類
が
お
米
の
代
わ
り

に
使
わ
れ
、そ
れ
が
「
ほ
う
と
う
」

と
し
て
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
あ
る
も
の
で
美
味
し
く

栄
養
を
摂
り
、お
腹
を
満
た
す
。そ

ん
な
自
然
風
土
に
寄
り
添
っ
た
、

郷
土
の
特
色
を
有
す
る
大
切
な
料

理
で
す
。

　
な
ぜ
今
、
郷
土
料
理
が
大
切
な

の
で
し
ょ
う
か
。
飽
食
の
時
代
と

言
わ
れ
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
料

理
を
食
べ
ら
れ
る
環
境
の
中
で
、

私
た
ち
は
食
に
対
す
る
「
あ
り
が

た
さ
」
を
失
っ
て
は
い
な
い
で

郷
土
料
理
が
繋
ぐ
家
庭
の
絆
。
　

食
卓
を
囲
み
ふ
る
さ
と
の
味
、
家
庭
の
味
を
楽
し
む

し
ょ
う
か
。
郷
土
料
理
は
、
そ
の

地
域
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
の
知

恵
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
大
切
な

料
理
で
す
。
自
然
と
共
に
あ
る
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
豊
か
な

食
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
、
郷
土
料
理
は
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
実
り
の
秋
、
日
々
の
食
生
活
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境

の
こ
と
や
、
い
の
ち
を
い
た
だ
く

こ
と
の
尊
さ
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
食
文
化
、
な
に
よ
り
食
べ
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
つ
い
て
、

家
族
で
食
卓
を
囲
み
、
ふ
る
さ
と

の
味
を
美
味
し
く
味
わ
い
な
が
ら

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

郷
土
料
理
は		

	
　
家
庭
の
味
で
す
ね

　
食
生
活
改
善
推
進
員
会		

　
　
　
会
長　
山
寺
初
代
さ
ん

　
子
ど
も
の
頃
「
薄
焼
き
」
を
良

く
食
べ
ま
し
た
ね
。
小
麦
粉
に
水

を
加
え
混
ぜ
た
生
地
を
薄
く
焼
い

た
も
の
で
、
食
べ
る
と
モ
チ
モ
チ

と
し
た
食
感
で
甘
味
が
あ
り
素
材

の
優
し
い
味
わ
い
が
し
ま
す
。
母

が
お
や
つ
の
時
さ
さ
っ
と
作
っ
て

く
れ
て
、よ
く
食
べ
ま
し
た
ね
。今

で
も
孫
に
作
っ
て
あ
げ
る
と
「
美

味
し
い
よ
」
と
言
っ
て
食
べ
て
く

れ
る
の
で
嬉
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
食
卓
に
よ
く
出
た
の
が

が
「
ほ
う
と
う
」
や
「
す
い
と
ん
」

の
小
麦
粉
を
使
っ
た
料
理
で
す
。

な
か
で
も
「
ほ
う
と
う
」
は
麺
を

こ
ね
る
工
程
か
ら
始
め
、
具
は
か

ぼ
ち
ゃ
の
他
に
も
、
家
に
あ
る
食

材
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
食
べ
ま
し

た
。
ほ
う
と
う
を
食
べ
れ
ば
お
腹

も
心
も
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
母
の

愛
情
が
た
く
さ
ん
込
め
ら
れ
て
い

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
郷
土
料
理
は
特
別
な
も
の
で
は

な
く
、
家
庭
料
理
な
ん
で
す
よ
ね
。

各
家
庭
で
食
べ
方
や
味
が
違
う
か

ら
こ
そ
、
家
族
の
思
い
出
と
な
り
、

そ
れ
が
親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
く
。
そ
ん
な
存
在
な
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ほうとうの豆知識
　ほうとうは平安時代に中国から伝わった「餺

飥

（はくたく）」という小麦粉をこねてのばし、四
角

に切った食べ物がルーツと言われています。県
土

の約 7割が山地である山梨では、米作りがあ
ま

りできなかったことから、米の代用食として小
麦

粉を使うほうとうが食生活の中心になりました
。

「おほうとう」と敬称で呼ばれるように、身近
で

大切な料理として親しまれてきたそうです。

山寺初代さん
食生活改善推進員として、地域に根付い
た食育ボランティア活動に取り組んで
います。

▲�ほうとうには、甘みとほっこりと
温まるかぼちゃが欠かせません。

◀�「薄焼き」は素朴で懐かしく、もち
もちした食感の昔懐かしいおやつ
です。
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みんながあなたを支えている、あなたもみんなを支えている

支え合いの制度！国民健康保険
　わが国では国民皆保険制度により、誰もが安心して医療を受けられるよう、すべての人が医療
保険に加入しなければならず、会社の健康保険や後期高齢者医療制度に加入している人、生活保
護を受けている人以外は、国民健康保険（国保）に加入します。
　国保は、加入者の方々が病気等になった場合に、安心して医療をうけられるように、みんなで
助け合おうという制度です。この機会に国保について考えてみましょう！

　70～ 74歳の方には高齢受給者証が保険証とは別に交付されますので、保険証と一緒に必ず医療機関に提示
してください。重度医療・ひとり親家庭医療・子ども医療費の各助成制度の受給者証をお持ちの方は保険証と
一緒に医療機関に提示してください。保険適用分については自己負担が窓口で無料となります。
※�重度医療の医療費助成については、平成 26年 11月から自動還付方式［一旦窓口分を支払い、その後に返
金される方法］に変更になりました。

ご存知ですか？　高額療養費の申請の際には、領収書が必要です
　高額療養費の支給対象となる国保加入世帯には、支給申請案内のハガキを送付しておりますが、申請
時には対象となる月の領収書が必要となります。対象となる分の領収書がない場合は、高額療養費の支
給額が減額となったり支給されなくなったりしますので、医療機関の領収書は紛失等しないよう保管し
ておくようにしましょう。また、確定申告で医療費控除の添付書類として提出する場合は、領収書のコ
ピーを保管しておくようにしましょう。

　加入世帯数・被保険者数の割合は、市全体のそれぞれ約 37％と約 25％を占めており、年齢別にみると、60
歳以上の加入者数が増加傾向にあります。

 医療費の自己負担割合

 国保加入の状況

対象年齢 0 ～ 6 歳
（小学校入学前） 7 ～ 69 歳 70 ～ 74 歳

自己負担割合 2割 3割
1割（平成 26年 4月 1日までに 70歳の誕生日を迎えた方）
2割（平成 26年 4月 2日以降に 70歳の誕生日を迎えた方）
（ただし、現役並み所得者は 3割）

� （年度末）

項　目 24 年度 25 年度 26 年度

市全体
世帯数（世帯） 12,383 12,396 12,452

人　口（人） 31,342 31,039 30,668

国　保
世帯数（世帯） 4,695 4,617 4,601

被保険者数（人） 8,267 7,961 7,791

加入割合
世　帯（％） 37.91 37.25 36.95

人　数（％） 26.38 25.65 25.40

� （年度末）
年齢別 24 年度 25 年度 26 年度

～ 19歳
人　数（人） 1,004 897 831
構成比（％） 12.2 11.2 10.7

20 ～ 39歳
人　数（人） 1,293 1,144 1,039
構成比（％） 15.6 14.4 13.3

40 ～ 59歳
人　数（人） 1,860 1,821 1,767
構成比（％） 22.5 22.9 22.7

60 ～ 74歳
人　数（人） 4,110 4,099 4,154
構成比（％） 49.7 51.5 53.3

合　計 人　数（人） 8,267 7,961 7,791
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　歳入では、国保会計の基礎となる最も大切な財源
となっている保険税が全体収入の 1/4 を占めてい
ます。このほか、保険給付費等に基づき算定される
国や県からの支出金、65～ 74歳の被保険者の加入
割合によって交付される前期高齢者交付金等が大き
な割合を占めています。

　保険税については、平成 26年度に国保税の軽減
措置の対象となる世帯の拡充があったことにより、
前年度に比べ 2.3％の減となりました。また、医療
費も前年度に比べ 4.0％減となりました。
　国保に加入している皆さんが医療機関等にかかっ
たとき、医療費の本人負担分（1～ 3割）を支払い
ますが、残り（7～ 9割）は、皆さんが納める保険
税等により医療機関に支払われます。保険税は、国
保会計の基礎となる最も大切な財源になりますので、
必ず納期限までに納めましょう。
　なお、納付が困難な方は、保険税を滞納する前に
ご相談ください。
　また、特定健診・人間ドック等の受診による病気
の早期発見・早期治療、後発医薬品の積極的な活用、
薬のもらいすぎなどに注意し、医療費の削減に努め
ましょう。

　歳出では、保険給付費が前年より 4.1％減少しま
したが、歳出全体の 2/3 を占めています。このほか、
後期高齢者医療制度の運営を支援するための後期高
齢者支援金、県内市町村国保で共同事業を行うため
の共同事業拠出金等が大きな割合を占めています。

　火災や風水害、疾病や負傷等で収入が著しく減少したなど、特別な事情により保険税の納付が困難になったとき
は、基準により保険税の減免を受けることができます。また、平成 21年 3月 31日以降に、倒産・解雇・雇い止
めなどにより離職され、雇用保険の失業給付を受給される国保加入者は、保険税の軽減を受けることができます。
　なお、特別な事情により生活が困窮し、医療費の自己負担額の支払いが困難になったときは、自己負担額の
減額、免除、徴収猶予等を受けることができます。
　いずれの場合も申請が必要ですので、お問い合わせください。

 国保会計収支決算の状況

 保険税と医療費の推移

 保険税、一部負担金の減免・軽減

平成26年度 歳入 34億7,556万5千円

■問い合わせ　市民課国保医療担当（内線127～129・137）

平成26年度 歳出 32億1,997万9千円

保険税
814,955千円
23.4％

国庫支出金
688,240千円
19.8％

療養給付費交付金
199,930千円
5.8％

前期高齢者交付金
819,168千円
23.6％

県支出金
216,204千円
6.2％

共同事業交付金
262,583千円
7.6％

一般会計繰入金
256,538千円
7.4％

繰越金
209,256千円
6.0％

その他
8,691千円
0.2％

保険給付費
2,064,335千円
64.1％

後期高齢者支援金
433,106千円
13.5％

介護納付金
192,054千円
6.0％

共同事業拠出金
364,910千円
11.3％

保健事業費
35,217千円
1.1％

その他
87,446千円
2.7％

総務費
42,911千円
1.3％

（千円） …税

平成24年度 平成25年度 平成26年度
0

500,000

100,0000

1,500,000

2,000,000

2,500,000 …医療費

827,234 834,254 814,955

2,134,137 2,134,693
2,047,489
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こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
で
！

　
11
月
は
、
平
成
27
年
度
中
に
実

施
す
る
総
合
健
診
の
最
終
実
施
月

に
な
り
ま
す
。

　
各
地
区
で
の
受
診
機
会
を
逃
し

た
方
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方

は
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
6
月
下
旬
に
対
象
者
（
特
定
健

診
対
象
者
ま
た
は
過
去
3
年
以
内

に
市
の
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
）

に
郵
送
し
た
青
色
の
封
筒
に
明
記

し
て
い
ま
す
。

　
封
筒
を
紛
失
し
た
場
合
、
も
し

く
は
届
い
て
い
な
い
場
合
は
保
健

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

市
の
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
で
、
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
が
特
定
健
診
を
受
診
す
る

場
合
は
、
必
ず
「
特
定
健
診
受

診
券
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
広
報
7
月
号
P
6
参
照

■
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

①�

7
月
の
総
合
健
診
を
受
診
さ
れ

た
方

②�

市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

た
方
も
し
く
は
受
診
す
る
予
定

の
方

③�

人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
12
月
11
日
（
金
）
ま
で

に
保
健
課
で
受
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
広
報
4
月
号
P
6
参
照

■
託
児
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
各
会
場
で
の
注
意
点

◇�

肺
が
ん
検
診
（
肺
C
T
）・
歯

科
検
診
・
乳
が
ん
検
診
（
午

後
）・
託
児
は
、
指
定
日
（
○

印
）
の
み
の
実
施
に
な
り
ま
す
。

◇�

都
合
の
悪
い
場
合
は
該
当
地
区

以
外
の
日
に
も
受
診
が
で
き
ま

す
。（
変
更
連
絡
は
不
要
）

■
受
診
結
果
に
つ
い
て

　
健
診
の
受
診
日
よ
り
約
一
ヵ
月

後
に
、
健
診
結
果
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
。

※
広
報
8
月
号
P
12
参
照

※�

広
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

総
合
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

【総合健診日程表】
健診日 地区・場所 受付時間 受付地区 歯科

健診 肺CT 乳がん
（午後） 託児

10月 6日（火） 地区 龍岡

8：00～ 10：30

龍岡町全域 ○場所 （龍岡体育館）

10月 7日（水） 地区 大草 大草町全域 ○場所 （大草ふれあいセンター）

10月 8日（木） 地区 穂坂 穂坂町全域 ○場所 （勤労青年センター）

10月 17日（土） 地区 全体

全　　体

○ ○場所 保健福祉センター

10月 18日（日） 地区 全体 ○ ○ ○場所 保健福祉センター

10月 22日（木） 地区 全体

8：15～ 10：30
○ ○ ○場所 文化ホール

10月 23日（金） 地区 全体 ○ ○ ○ ○場所 文化ホール

10月 24日（土） 地区 全体

8：00～ 10：30

○ ○場所 保健福祉センター

10月 25日（日） 地区 全体 ○ ○ ○場所 保健福祉センター

11月 14日（土） 地区 全体 ○ ○場所 保健福祉センター
◎乳がん検診は、他の日程でも実施しておりますので、保健課までお問い合わせください。

入
湯
税
の	

	
	

税
率
改
正
の
お
知
ら
せ

　
入
湯
税
は
、
鉱
泉
浴
場
（
温
泉

利
用
施
設
）
に
お
け
る
利
用
者
の

入
湯
に
対
し
て
課
さ
れ
る
目
的
税

で
、
環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源
の

保
護
管
理
施
設
及
び
消
防
施
設
そ

の
他
消
防
活
動
に
必
要
な
施
設
の

整
備
並
び
に
観
光
の
振
興
に
要
す

る
費
用
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
税
率
改
正
の
内
容

　
本
市
で
は
、こ
れ
ま
で
一
律
、一

人
当
た
り
1
5
0
円
と
し
て
い

た
入
湯
税
を
、
7
月
1
日
よ
り
日

帰
り
客
に
限
り
、
一
人
あ
た
り

1
0
0
円
と
す
る
税
率
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　
改
正
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
用
料

の
差
額
分
に
つ
い
て
は
、
市
内
各

温
泉
施
設
の
整
備
や
修
繕
等
の
維

持
管
理
費
に
充
て
ら
れ
、
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
更
な
る
健
康
増
進

や
観
光
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
す
。

※�

入
湯
税
は
、
温
泉
施
設
ご
と
の

利
用
料
金
に
含
ま
れ
て
徴
収
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
料

金
は
、
各
温
泉
施
設
に
お
い
て

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
市
民
税
担
当

�

（
内
線
1
5
3
～
1
5
5
）
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予防接種はお早めに！

i
P
a
d
で
指
先
を
使
っ
て
、脳
を
活
性
化

予防接種指定医療機関
医療機関名 住　所 電話番号

秋山内科クリニック 竜岡町下條南割 939 23-0526
秋山脳外科 大草町若尾 1330 22-8881
寺本医院 本町 2-7-9 22-0549
中込医院 旭町上条北割 1038 22-0474
韮崎クリニック 神山町北宮地 3 20-1411
にらさき泉野内科小児科
クリニック 岩下 1232 22-1181

韮崎市立病院 本町 3-5-3 22-1221
聰心会　韮崎相互病院 本町 1-16-2 22-2521
野口外科胃腸科 中田町中條 1433 25-5015
本町クリニック 本町 2-19-3 22-8741
ますやま整形外科クリニック 藤井町南下條 395 21-2100
三井医院 本町 1-11-8 22-0845
薬袋整形外科医院 富士見 2-13-2 22-0203
たのくらクリニック 藤井町南下條 338 21-3030
藤井平皮膚科 藤井町坂井 320-1 22-1512
まえざわクリニック 若宮 2-14-1 21-2333
いいのクリニック 本町 2-14-15 23-1296
きっかわ整形外科クリニック 若宮 2-8-18 30-4141
にこにこクリニック
こでら小児科 竜岡町下條南割 1045 23-6677

岩下内科医院 若宮 1-2-50
（市民交流センター 3F） 45-8890

高齢者インフルエンザ予防接種費助成のご案内
　インフルエンザ予防の基本は、流行前に予防接種をすることです。
　高齢者がインフルエンザにかかると普通の風邪に比べて気管支炎や肺炎を併発し、重症化することがありま
すので、早めに接種を受けるようにしましょう。

■対象者　
・接種日現在 65歳以上の方　　
　※�実施期間中に 65歳の誕生日を迎える方は、誕生日の

前日から対象になります。
・�接種日現在 60歳以上 65歳未満の方で心臓や腎臓、呼
吸器の機能又は、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
に障がいを有する方（接種をご希望の方は、身体障害者
手帳を持参し、保健課にお申し出ください。）

■実施期間　10月 1日（木）～平成 28年 1月 30日（土）
■接種費用　予防接種費用は医療機関により異なります。
　�2,500円までは市が負担します。2,500円を超える差額
については、医療機関の窓口において自己負担となりま
す。※実施期間・指定医療機関以外で接種した場合全額
自己負担となりますのご注意ください。またワクチンの
値上がりにより、自己負担額の増額が見込まれます。

■接種までの手続の流れ
　①指定医療機関に予約する。
　②�接種日が決まりましたら、郵送された『予診票』に必

要事項を記入する。
　③�接種当日は、予診票・健康保険証等をお持ちになり、　　

接種を受けてください。
　※対象者には、9月中に予診票を送付しています。
■問い合わせ　保健課健康増進担当　☎ 23-4310

　
脳
若
返
り
教
室
は
、
i
P
a
d

（
ア
イ
パ
ッ
ド
）を
使
っ
た
認
知
症

予
防
の
た
め
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
で
す
。
参
加
者
同
士
楽
し
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
、
視
覚
・
聴
覚
か
ら
の
刺
激

や
、
指
先
を
動
か
す
こ
と
で
脳
を

活
性
化
し
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
体

操
だ
け
で
は
な
く
、
体
を
動
か
す

体
操
も
行
い
ま
す
。
毎
回
異
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
楽
し
く
続
け
ら

れ
る
教
室
で
す
。
脳
若
返
り
教
室

で
、
脳
と
体
と
心
の
健
康
を
保
ち

ま
し
ょ
う
！

※�

i
P
a
d
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
の
使
い
方

教
室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象

　
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方
で
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
あ
て
は
ま
る

と
思
わ
れ
る
方

　
■
日
程　
10
月
～
平
成
28
年
3
月

※
月
2
回
隔
週
木
曜
日
・
全
11
回

※
初
回
10
月
22
日
（
木
）

■
時
間　
14
時
～
15
時
半

■
定
員　
20
名

■
参
加
費　
無
料

■ 

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
動
き
や

す
い
服
装
・
眼
鏡
等

※�

i
P
a
d
は
主
催
者
で
用
意

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
2
3
‒
4
4
6
4

�

FAX

2
3
‒
4
3
1
6

『
脳
若
返
り
教
室
』参
加
者
募
集

脳若返り教室の様子

脳の健康チェックシート
□同じ話や同じ質問を繰り返す。

□�新しいことが覚えられなくなった。

□いつも探し物をしている。

□�約束を忘れてしまうようになった。

□身だしなみを気にしなくなった。

□�外出や他人と交流する機会がない。
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自然エネルギーと景観保全のあり方を考えてみませんか？

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
市
で
は
、
文
化
ホ
ー
ル
や
小
中

学
校
、
公
営
住
宅
等
の
多
く
の
公

共
施
設
を
保
有
し
て
お
り
、
老
朽

化
が
進
む
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
韮
崎
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
は
、
公
共
施
設
等
の
全
体
の

状
況
を
把
握
・
公
表
し
、
長
期
的

な
視
点
を
も
っ
て
、
持
続
可
能
な

公
共
施
設
等
の
適
正
配
置
、
最
適

な
管
理
運
営
を
行
い
、
財
政
負
担

の
平
準
化
・
軽
減
を
図
る
た
め
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
そ
の
計
画
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
10
月
6
日
（
火
）
～
30
日
（
金
）

※�

市
役
所
で
の
閲
覧
及
び
提
出
は　

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分

■
計
画
案
の
公
表
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

・
市
役
所
3
階
企
画
財
政
課
窓
口

■
提
出
方
法

　

書
式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）、F
A
X
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
企
画
財
政
課

窓
口
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
企
画
財
政
課
財
政
担
当

�

（
内
線
3
5
3
）

�

FAX

2
2
‒
8
4
7
9

�kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
係
る

公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
中

で
長
期
間
事
業
着
手
さ
れ
て
い
な

い
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
や
交
通
需

要
の
見
込
み
な
ど
を
考
慮
し
て
必

要
性
、
実
現
性
の
低
い
路
線
や
区

間
を
廃
止
す
る
予
定
で
す
が
、
こ

の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
、
道
路
に

関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
も
行
い

ま
す
。
変
更
案
の
作
成
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
、
も
し

く
は
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
、
公

聴
会
に
出
席
し
て
原
案
に
対
す
る

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
公

述
申
出
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
公
聴
会
の
日
時
・
場
所

　
10
月
23
日
（
金
）　
14
時　

　
市
役
所
別
館
2
0
1
会
議
室

■
計
画
案
の
閲
覧
及
び

　
　
　
　
　
公
述
申
出
期
間

���

10
月
2
日
（
金
）
～
16
日
（
金
）

※�

市
役
所
で
の
閲
覧
及
び
提
出
は　

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分

■
閲
覧
場
所 

�

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�

・�

市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

�

・
市
役
所
2
階
建
設
課
窓
口

■
公
述
の
申
出
方
法

　
書
式
は
任
意
で
す
が
、
意
見
の

要
旨
と
そ
の
理
由
及
び
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
（
必
着
）、F
A
X
、電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
建
設
課
窓
口
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

■
公
聴
会
の
傍
聴

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
多

数
の
場
合
、
入
場
を
制
限
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
述
申

出
が
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
の

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
建

設
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
建
設
課
都
市
計
画
担
当

�

（
内
線
2
5
0
）

�

FAX

2
3
‒
1
2
1
5

kensetu@
city.nirasaki.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト・公
聴
会

太陽光パネルの設置には届出が必要になりました！
　市では、急速に普及が進む太陽光パネルについて、自然環境や景観への配慮が必要であると考え、届出を義
務付けるために景観計画及び景観条例の改正を行い、10月 1日より施行になります。
　今回の改正により、市内の一部の地域を除き、地上に設置する太陽光パネルであって敷地の面積が 500㎡以
上の場合、景観条例に基づく届出が必要になります。また設置ついても景観形成基準を守らなければなりませ
ん。（一部の地域では 1000㎡以上が対象です。）
　太陽光発電は、再生可能エネルギーとして期待されていますが、景観を損ねてしまう危険性も持ち合わせて
います。日照条件に恵まれている本市では、美しい景観とのバランスを図るために今回の改正が必要になりま
す。みなさまのご理解ご協力をお願いします。
　改正された計画及び条例は、市ホームページ及び建設課窓口にて公開していますので、ご確認ください。
　また、改正に気づかず届出せずに設置してしまうケースも予想されますので、適切な指導が行えるよう情報
提供などにご協力ください。

☆ 500㎡以上が対象になる地域
　穂坂台地全域、七里岩台上、神山町全域及び円野・清哲・旭各町の山間部
　（その他の地域では 1000㎡以上が対象になります。詳細については、お問い合わせください）
■問い合わせ　建設課都市計画担当（内線 250・251）
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韮
崎
市
総
合
防
災
訓
練
を
各
地
区
で
実
施

▼�

非
常
食
（
ア
ル
フ
ァ
米
）
炊
き
出
し
訓
練
の
様

子
。
災
害
時
に
は
、
食
器
に
ラ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ

れ
ば
洗
わ
ず
に
再
使
用
で
き
る
ほ
か
、
怪
我
を

し
た
時
の
止
血
や
防
寒
な
ど
に
も
ラ
ッ
プ
が
役

立
ち
ま
す
。�

（
韮
崎
小
学
校
）

▼�

大
草
町
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

福
祉
避
難
所
を
開
設
し
、
要
配
慮
者

（
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
等
、
災

害
時
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
方
）
の

避
難
受
け
入
れ
訓
練
を
実
施
。
災
害

時
は
地
域
の
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。

　8月 30日に市内一斉の防災訓練を実施しました。　
当日は、震度 6強の地震が発生したことを想定し、市
内86地区及び自主防災組織の約7,100名が参加し訓
練が行われました。
��このうち韮崎小学校を指定避難所とする地区では、
特定地区防災訓練として、実際の学校施設での避難所
運営訓練をはじめ、被害を最小限に抑える減災研修を
実施したほか、当日は雨模様にも関わらず市内各地区
で住民参加による訓練が行われました。
　災害時には、自分の身は自分で守るという「自助」
と自分たちの地域は自分たちで守るという「共助」が
大変重要です。地域ぐるみで災害に備えましょう。

災害に備えて、
私たちに出来ること

消火栓を使用した放水訓練の様子。地域にお
ける初期消火は、最も身近な減災の取り組み
です。� （竜岡町石宮地区）　

NPO減災ネットやまなしによる、減災研修�（韮崎
小学校）

非常時に消火器を迅速に使用でき
るよう、使い方を学びました。
� （竜岡町石宮地区）

役割を理解するためにも、
日頃の訓練が重要ですね。
私たち消防団員が、災害
時の責務や役割を十分に
理解し地域の力になるた
めにも、日頃から危機意
識をもった消防団活動を
行う必要があると感じま
した。
岩下英樹さん：消防団員
� （韮崎小学校）

学んだ事を少しでもでき
るよう頑張りたいです！
非常食のアルファ米は美
味しかったです。研修で
勉強したことを、いざと
言うときに少しでもでき
るよう頑張りたいです。
家族で防災訓練に参加し
た川端一志君：小学 1年
（韮崎小学校）
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2015.

10/11
（日）

武田の里にらさき・ふるさとまつり

各種イベントのご案内
今年も見所や楽しみ方がいっぱいです

イベントの詳細やスケジュール、出店者情報な
どは、武田の里にらさき・ふるさとまつりまち
歩きガイドをご覧ください。
■お問い合わせ…
　武田の里まつり実行委員会（22-1991）
　http://www.nirasaki-kankou.jp/

主なイベント
●まちなかパフォーミング・アーツ
　市内小・中学生によるマーチングバンドや吹奏
楽、アマチュアバンド、和太鼓、舞踊、キッズダ
ンスなど、様々な演奏やパフォーマンスが、まち
なかで繰り広げられます。

●趣向を凝らした屋台・ゲームコーナー
　個人や団体等による、それぞれが趣向を凝らし
た地元特産品の販売やゲームコーナーが立ち並び
ます。

●エリア巡りスタンプラリー
　５つのエリアを巡ってスタンプを集めると、オ
リジナルグッズがもらえます。
※賞品がなくなり次第終了となります。

●韮崎自慢絵手紙コンテスト［作品展示］
　四季を通じた風景や風物詩など、コンテストに
応募していただいた韮崎市自慢の絵手紙を展示し
ます。

●ニーラとのふれあいタイム
　ニーラがまちなかを散歩します。記念撮影やふ
れあいをお楽しみください。（時間や場所はヒミ
ツです）

●お楽しみ抽選会
　まつりのフィナーレを飾る、豪華賞品が当たる
お楽しみ抽選会を実施します。

　　●100 人 対 100 人の大綱引き
山梨中央銀行韮崎支店前を中心に、本町通りの直
線を利用して行う、健康スポーツを目的とした綱
引きイベントです。一生懸命に綱を引き合う参加
者の皆さんに、盛大な声援をお願いします

新

　　●ニーラのまほうパレード
■その１……パレードには、当日の飛び入り参加
も大歓迎。ニーラのサンバイザーをプレゼント
します。
■その２……個性的な衣装をまとった出演者が、
ニーラと一緒にまちなかをパレードします。パ
レード中に配られるお菓子やオリジナルステッ
カーをゲットしちゃいましょう。
■その３……コンテストの参加者を審査するの
は、皆さんです。パレード終了後の 12 時から
13時45分まで、山梨中央銀行韮崎支店前にて、
ビー玉による投票を行います。投票していただ
いた皆さんには、当日限定のニーラ缶バッチを
プレゼント。お気に入りの出演者に清き 1票を
お願いします。（先着 1,000 名）

新

　　●東京大衆歌謡楽団コンサート
唄・髙島孝太郎 (31)、アコーディオン・髙島雄次
郎 (29)、ウッドベース・髙島龍三郎 (27) の兄弟
3 人によるユニット。古き良き昭和初期の流行歌
にこだわり、浅草や上野などの路上ライブやワン
マンライブで、中高年の熱烈な支持を得ています。
■ステージ 1……12：00～ 13：00
　山梨中央銀行韮崎支店前　中央ステージ
■ステージ 2……14：00～ 14：30
　清水屋旅館前付近　路上　

新

11
投票期間は

月16日まで

PC・タブレット・スマートフォンからの投票方法
ゆるキャラ®グランプリ 2015の投票には、初回のみ ID登録が必要です

公式サイト　http://www.yurugp.jp/

１
日
１
回
投
票
で
き
ま
す

応
援
よ
ろ
し
く
ね
！

ニーラも
エントリーしています
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看護医療の広がりと質の向上を目指して

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
西
関
東
大
会
　

全
日
本
ブ
ラ
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

一い
ち
お
ん
い
っ
し
ん

音
一
心
　
　
韮
崎
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

出
場

熱
い
ぜ
部
活
動
②

シ
リ
ー
ズ

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
音
に
心
を

込
め
て
―
。

　

今
年
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
西
関
東
大
会
と
全
日
本
ブ

ラ
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
控
え
た
韮

崎
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、「
一
音

一
心
」
と
い
う
伝
統
あ
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
胸
に
、
日
々
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
取
材
に
訪
れ
た

私
を
元
気
な
挨
拶
と
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
た
36
人
の
部
員
の
皆
さ
ん

は
、
練
習
が
始
ま
る
と
一
転
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
合
奏
を
開
始
。

緊
張
感
漂
う
空
気
の
な
か
で
奏
で

る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
ら
は
、

練
習
の
厳
し
さ
と
、
団
結
力
と
部

活
に
か
け
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
、

特
に
三
年
生
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
部
活
動
を
引
退
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
一
音
に
か
け
る
思
い

が
演
奏
す
る
姿
か
ら
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
部
長
の
糸
川
愛
美
さ
ん
は
、
部

員
同
士
、
と
き
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
冷
静
さ
を
忘
れ
ず
、

全
員
の
心
が
一
つ
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
き
た
そ
う
で
、「
山
梨
県
で

一
番
の
演
奏
を
目
指
し
て
い
ま

す
！
」
と
意
気
込
み
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
出
場
す
る
二
つ
の
大
舞
台
で
は
、

部
員
全
員
の
心
を
ひ
と
つ
に
、
美

し
く
そ
し
て
力
強
い
音
色
を
響
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

活動の場が広がるエキスパート

私たちは認定看護師です！
　認定看護師とは、保健・医療及び福祉の現場において実践・
指導・相談の 3つの役割を果たすことにより看護ケアの広が
りと質の向上を図ることを目的としており、熟練した技術と
知識を持つ看護師に与えられる日本看護協会の資格です。　
　韮崎市立病院にはこの認定看護師の資格を有する3名の看
護師（写真左から：緩和ケア認定看護師の井田裕子さん、認知症看護認定看護師の清水恵美さん、皮膚・排泄
ケア認定看護師の井上洋美さん）が在籍しており、専門的な知識と技術を駆使し、患者さんへの専門的なケア
の他にも、職場内での指導や相談に乗るなどの活動をしています。
　日本看護協会において決定されている認定看護分野は 21分野あり、「もっと多くの認定看護師が市立病院や
他の医療機関にも在籍し、さらに安心できる地域の医療ネットワークを築くためにも、私たちが頑張って行き
たいです」と抱負を語ってくれた皆さん。また職場の理解とサポートがあったからこそ、認定看護師という資
格が取得できたと感謝の言葉も話してくれました。
　市民の皆さんにもっと認定看護師の存在を知ってもらい、身近に感じてもらい、そして活用してもらうため
にも、今後も認定看護師としての活躍が期待されます。
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ワイナリー誘致にむけて
9 月 2 日（水）

赤ワインの丘プロジェクト基本協定書調印式
　韮崎市と本坊酒造は、現在、穂坂町に計画を進めてい
る赤ワインの丘プロジェクトの核となるワイナリー誘致
に係る基本協定を結びました。調印式には、内藤市長、本
坊和人社長らが出席し、協定書を取り交わしました。
　計画では、ワイナリーの他に、宿泊施設や売店・観光
施設なども併設され、本市の新しい観光拠点の一つにな
る予定です。

秋の穂坂路を歩く
9 月 6 日（日）　穂坂ぶどう郷ウォーキング
　本市では、市民の皆さんがいつまでも健康で自分
らしく暮らせるよう、健康寿命を延ばす取り組みと
して各種ウォーキングイベントを実施していると
ころですが、この一環で 9月 6日に、第 1回秋の
穂坂路を歩く「穂坂ぶどう郷ウォーキング」が開催
されました。
　15キロと10キロの2つのコースに約170名の
方々が参加し、それぞれのペースで自然風景を眺め
ながら、ウォーキングを楽しんでいました。また、
穂坂自然公園などの休憩所では、特産の「ぶどう」
や「豚汁」のおもてなしをうけ、参加者らは美味し
そうに食べていました。

可搬式小型動力ポンプを穴山分団に交付
8 月 26 日（水）可搬式小型動力ポンプ交付式

　韮崎市消防団穴山分団第 1部及び第 3部に最新鋭の可搬式小型動力ポンプが交付され、交付式終了後に、取
扱研修会が行われ消防団員が最新鋭の消防機材の特性や使用方法について研修を受けました。
　地域の守り手として日頃よりご協力いただいている消防団のますますの活躍をご期待します。
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ユニークなかかしが
� 田園風景に

8 月 10 日（月）～ 9 月 20 日（日）
円野町かかし祭

　今年で 22回目となる「円野町かかし祭り」
が開催されました。田園風景のなかにサッカー
女子の日本代表「なでしこジャパン」や、アイ
ドルグループ「AKB48」といったユニークな手
作りかかし 116 体が並び、訪れた人の目を楽
しませていました。

静心寮で敬老行事を開催
9 月 3 日（木）やよいの会の慰問
9 月 10 日（木）老人の日のお祝い

　韮崎市営の養護老人ホーム「静心寮」で 9月の
敬老月間にあわせて各種行事が行われました。
　9月 3日には、市内で舞踊活動をしている「や
よいの会」の皆さんが、静心寮を訪問し、舞踊の
披露をしました。さまざまな演目に笑顔があふ
れ、楽しいひとときとなりました。
　また、9月 10日には、老人の日のお祝いが開
かれ、内藤市長から寮生に記念の品が贈呈されま
した。また、お祝いの食事会も催され、美味しい
料理に皆さん、会話も弾んでいました。
　いつまでも元気でお過ごしください。

元気いっぱいボールを追う！
8 月 29 日（土）12 時間サッカー

　グリーンフィールド穂坂で、恒例の「12時間サッ
カー」が開催されました。
　市サッカー協会の主催により、サッカーのまちづ
くり事業の一環で行われたもので、市内の学校や保
育園、クラブチームなどが参加して、午前 9時から
午後 9時まで各試合が行われました。
　午前 11時からは、未就学児を対象にしたキッズ
サッカー教室が行われ、あいにくの曇り空でしたが、
元気いっぱいに駆け回るキッズの声がグラウンド内
に響きわたっていました。
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く
ら
し
の

情
報

infor
mation

　
お
知
ら
せ

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
事
務
事
業
評
価
の
客

観
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、

外
部
の
専
門
家
や
市
民
代
表
が
公

開
の
場
で
議
論
す
る
事
務
事
業
外

部
評
価
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
傍
聴
が
可
能
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
10
月
19
日
（
月
）・
20
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時　
　
　

■
場
所　
市
役
所
4
階
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
5
）

市
民
公
開
講
座
（
参
加
無
料
）

■
日
時　
11
月
14
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室

■
演
題　
「
介
護
予
防
」

～
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
で

き
る
こ
と
～

■
講
師　
古
屋
伴
仁
氏

　
（
市
立
病
院
理
学
療
法
士
）

■
申
込
み　
電
話
又
は
F
A
X

※
市
立
病
院
で
の
窓
口
申
込
も
可

■
申
込
期
限　
11
月
11
日
（
水
）

■ 

回
収
品
目　
①
テ
レ
ビ
②
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
③
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
④
エ
ア
コ
ン

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
と
運
搬
料
が
か

か
り
ま
す
。
な
お
、
リ
サ
イ
ク
ル

券
の
事
前
購
入
は
不
要
で
す
。

■
業
者
に
直
接
搬
入
す
る
場
合

＊
都
留
貨
物
自
動
車
㈱
甲
府
支
店

　
中
央
市
山
之
神
流
通
団
地

　
2
4
7
3
‒
１
１

☎
0
5
5
‒
2
7
3
‒
5
6
6
1

＊
日
本
通
運
㈱
山
梨
支
店

　
中
央
市
中
楯
7
9
6

☎
0
5
5
‒
2
7
4
‒
8
2
1
1

※�

運
搬
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、

事
前
に
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル

券
の
購
入
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

�

（
内
線
1
3
1
･
1
3
2
）

浄
化
槽
は
、
き
ち
ん
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
て
い
ま
す
か
？

　
10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。

浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
た

め
に
は
、
日
常
の
維
持
管
理
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は

毎
年
11
月
か
ら
、
巡
回
指
導
を
行

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
神
山
・
穂

坂
・
藤
井
・
韮
崎
地
区
が
対
象
で

す
。
ま
た
、
昨
年
度
不
備
が
あ
っ

た
浄
化
槽
も
指
導
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

　
　
　

�（
内
線
1
3
1・1
3
2
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
立
病
院
総
務
担
当

�

☎
2
2
‒
1
2
2
1

�

FAX�

2
2
‒
9
7
3
1

市
制
施
行
61
周
年
記
念
式
典

■
日
時　
10
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
よ
り

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

※�

式
典
で
は
、
市
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課
秘
書
担
当

�
�（

内
線
3
2
3
・
3
2
4
）

　
保
健
・
福
祉

10
月
は
「
乳
が
ん
月
間
」

　
乳
が
ん
は
検
診
に
よ
る
早
期
発

見
が
大
切
で
す
。

　
日
本
人
女
性
の
12
人
に
1
人
が

か
か
り
、
早
期
発
見
で
適
切
な
治

療
を
受
け
れ
ば
、
高
い
確
率
で
治

る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、

年
に
一
度
は
乳
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

※
広
報
4
月
号
6
ぺ
ー
ジ
参
照

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受

給
者
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

10
月
31
日
で
有
効
期
間
が
満
了
し

ま
す
。
所
得
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
ご
加
入
の
健

康
保
険
ご
と
に
、
次
に
よ
り
受
給

者
証
を
交
付
し
ま
す
。

※�

受
給
証
は
10
月
末
ま
で
に
郵
送

※�

障
害
者
手
帳
が
対
象
要
件
の
場

合
、
手
帳
の
有
効
期
限
が
満
了

日
以
前
の
方
は
、
期
限
内
に
更

新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
に
ご
加
入
の
方

　
高
額
療
養
費
に
関
す
る
同
意
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
9
月
中
に

郵
送
で
ご
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
ご
加
入
の
方

　
昨
年
、
更
新
手
続
き
済
み
で
す

の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
注
意
事
項

　

平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に
、

本
市
へ
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
所
得
確
認
の
た
め
世
帯
全
員

の
平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
中
）

の
所
得
課
税
証
明
書
（
前
住
地
で

要
手
続
き
）
を
、
10
月
末
日
ま
で

に
ご
提
出
願
い
ま
す
。
ま
た
、
対

象
者
及
び
世
帯
構
成
員
の
中
に
住

民
税
を
未
申
告
の
方
が
い
る
場
合

に
は
、
更
新
の
認
定
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
税
務
課
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
担
当

　
　
　

�（
内
線
1
8
2・1
8
3
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
期
間
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
韮
崎
市
全
域
で
4
，

9
3
9
，1
2
6
円
の
ご
協
力
を

賜
り
、
内
3
，
0
5
7
，
0
0
0

円
が
韮
崎
市
へ
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

配
分
金
は
地
域
福
祉
の
推
進
活
動
、

福
祉
団
体
へ
の
助
成
等
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
県
共
同
募
金
会
韮
崎
市
支
会　
　
　
　
　

�

☎
2
2
‒
6
9
4
4

　
農
林
・
環
境

狩
猟
免
許
取
得
説
明
会
の
開
催

の
お
知
ら
せ

■
日
程　
10
月
22
日
（
木
）

■ 

場
所　
総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

（
甲
斐
市
下
今
井
1
１
０
０
）

■
申
込
期
間　
10
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　
開
催
日
前
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　
中
北
林
務
環
境
事
務
所　

�

☎
2
3
‒
3
0
8
8

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収

■
日
時　
10
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
市
役
所
裏
駐
車
場

14
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人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
人
権
擁
護
委
員

■ 

相
談
内
容　
各
種
登
記
、
土
地

問
題
、
人
権
問
題　
ほ
か

■
費
用　
無
料
（
要
予
約
）

※�

当
日
は
法
務
局
講
座
も
開
催
し

ま
す
。（
詳
細
要
問
合
せ
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
5
5
‒
2
5
2
‒
7
1
5
1

法
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
請
求
す
る

と
郵
送
料
込
み
で
「
登
記
事
項
証

明
書
」
は
6
0
0
円
が
5
0
0

円
に
、「
会
社・法
人
の
印
鑑
証
明

書
」
は
4
5
0
円
が
4
1
0
円

に
と
通
常
よ
り
お
安
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
請

求
し
登
記
所
の
窓
口
で
受
領
し
て

も
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
証
明
請
求

手
続
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、「
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ん
た
ん
証
明

書
請
求
」
を
、
手
数
料
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、「
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

手
数
料
は
、A
T
M
や
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
等
で
納
付
。

■
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
0
5
5
‒
2
5
2
‒
7
2
3
1

　
募　
集

県
民
の
日
は
裁
判
所
に
行
こ
う
！

■
日
時　
11
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

■
場
所　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

■ 

対
象　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中　

学
生
ま
で

■
募
集
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■
内
容　
模
擬
裁
判
体
験　
ほ
か

■
申
込
期
間　
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
11
月
6
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎
0
5
5
‒
2
3
5
‒
1
1
3
3

F
P
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
山
梨

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書

き
方
講
座
」
ほ
か
（
入
場
無
料
）

■
日
時　
11
月
6
日
（
金
）

■
場
所　
13
時
～
21
時

■
会
場　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

☆
無
料
相
談
会　
6
組（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
日
本
F
P
協
会
山
梨
支
部

☎
0
5
5
‒
2
3
6
‒
5
7
7
0

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

「
モ
デ
ル
家
庭
」
を
募
集

　
男
女
が
互
い
に
助
け
合
う
家
庭

環
境
づ
く
り
の
推
進
活
動
と
し
て
、

「
モ
デ
ル
家
庭
」を
募
集
し
ま
す
。具

体
的
に
は
、夫
婦
が
互
い
の
家
事
5

項
目
（
清
掃
、
洗
濯
、
食
事
の
支
度
、

食
事
の
後
片
付
け
、ゴ
ミ
捨
て
）
へ

の
参
画
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、向
こ
う

一
年
間
の
目
標
値
を
定
め
て
取
り

■
場
所　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館　

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

�

☎
0
5
7
0
‒
0
9
0
1
1
0

市
主
催
「
行
政
相
談
」
を
開
催

　
行
政
へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

に
対
し
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　
10
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
場
所　
市
役
所
4
階�

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

�
（
内
線
3
5
6
）

特
設
人
権
相
談
所
の
ご
案
内

　
い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
、事

前
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
6
日
（
火
）

　
10
時
～
15
時
（
予
約
不
要
）

■
場
所　
二
コ
リ
1
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

■
日
時　
10
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所　
甲
府
合
同
庁
舎

■ 

相
談
員　
法
務
局
職
員
、
公
証

　
相　
談

税
理
士
の
無
料
税
金
相
談

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

で
は
、
税
理
士
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
税
金
に
関
す
る

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
7
日
（
水
）　

　
　
　
　
11
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
市
役
所
4
階�

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

�

☎
0
5
5
‒
2
3
3
‒
1
3
1
8

移
動
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

相
談
会
（
要
申
込
・
無
料
）

　
就
労
に
む
け
て
悩
ん
で
い
る
15

歳
～
39
歳
の
若
者
を
応
援
す
る
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
9
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
10
月
29
日
（
木
）

■
場
所��　
市
役
所
1
階
会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
5
‒
2
3
0
‒
2
2
3
9

行
政
相
談
週
間		
	

1
日
合
同
行
政
相
談
（
無
料
）

　
登
記
や
戸
籍
、年
金
、福
祉
、道

路
な
ど
、
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
、

弁
護
士
、
行
政
書
士
、
税
理
士
な

ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

�

10
月
22
日
（
木
）

　
10
時
30
分
～
15
時
（
受
付
）

★
非
常
用
の
備
蓄
は
、
普
段
の
生
活
に
組
み
込
み
な
が
ら
、
使
っ
て
買
い
足
す
方
法
を
！

組
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
募
集
数　
　
10
世
帯
程
度

■
募
集
期
間

　
10
月
1
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

介
護
就
職
デ
イ		

	

「
福
祉
関
係
就
職
面
接
会
」

　
介
護
の
仕
事
で
就
職
希
望
の
方

を
対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
無
料
・
予
約
不
要
で

す
。（
履
歴
書
要
持
参
）

■
日
時　
11
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時

　
　
　
　
（
13
時
30
分
受
付
開
始
）

■
場
所　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

■
問
い
合
わ
せ　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎
職
業
相
談
部
門

�

☎
2
2
‒
1
3
3
1

11
月
15
日
は
「
き
も
の
の
日
」

き
も
の
着
付
け
体
験
教
室

■
日
時　
11
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
正
午

■
場
所　
二
コ
リ
1
階
和
室

■
対
象
・
定
員　
女
性
・
20
名

■
参
加
費　
無
料

■ 

持
ち
物　
き
も
の
・
長
襦
袢
・　

帯
・
そ
の
他
小
物

※
文
化
庁（
県
教
育
委
員
会
）後
援

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
林
方
子
き
も
の
教
室

�

☎
・
FAX��

2
2
‒
6
8
1
6

15



　
イ
ベ
ン
ト

武
田
の
里
に
ら
さ
き
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
シ
ニ
ア
の
部
）

■
日
時　
10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
11
月
1
日
（
日
）

※�

試
合
会
場
は
、
中
央
公
園
陸
上

競
技
場
、
同
芝
生
広
場
を
予
定
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

�

☎
2
2
‒
0
4
9
8

映
画
上
映
会
（
参
加
無
料
）

―
子
宮
頸
が
ん
検
診
啓
発
事
業
―	

「
い
の
ち
の
コ
ー
ル
」～
ミ
セ
ス

イ
ン
ガ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～

■
日
時　
11
月
3
日
（
火
・
祝
）

　
①
13
時
30
分
上
映
開
始

　
②
19
時
上
映
開
始

■
場
所　
ニ
コ
リ
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
１
０
0
名

　
①
の
時
間
の
み
託
児
有（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

秋
の
武
田
の
里
ま
つ
り 	
	

「
武
田
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
」

　
神
楽
の
奉
納
や
御
輿
、
抜
刀
術

演
舞
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
も
盛
り
だ

く
さ
ん
の
例
大
祭
に
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
9
時
～

■
会
場　
武
田
八
幡
宮�

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
観
光
協
会

�

☎
2
2
‒
1
9
9
1

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
1
日
体
験
デ
ー	

野
外
料
理
と
ド
ラ
ム
缶
で
作
る

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン（
参
加
無
料
）

■
日
時　
10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所　
中
田
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象　
年
中
児
以
上
の
女
子

※
市
外
の
方
も
参
加
可
能

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�

☎
2
2
‒
0
3
4
4
（
小
池
）

穴
山
町
サ
ン
マ
祭
り
2
0
1
5

　
気
仙
沼
か
ら
の
新
鮮
な
サ
ン
マ

を
楽
し
み
つ
つ
、
東
北
の
復
興
状

況
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
会
費　
7
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
町
サ
ン
マ
祭
り
実
行
委
員
会�

�

☎
2
5
‒
2
3
2
1
（
清
水
）

縄
文
王
国
山
梨
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

世
界
に
誇
る
縄
文
の
美
を
語
る

■
日
時　
10
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
17
時

■
会
場　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館

■
参
加
費　
無
料

■ 

主
催　
縄
文
王
国
山
梨
実
行
委

員
会
（
韮
崎
市
民
俗
資
料
館
ほ

か
県
内
6
資
料
館
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
考
古
博
物
館

☎
0
5
5
‒
2
6
6
‒
3
8
8
1

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①「
朗
読
と
語
り
の
会
」

●
日
時　
10
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

●
定
員　
45
名
（
要
申
込
み
）

●
参
加
費　
無
料

②「
燻
製
作
り
体
験
教
室
」

●
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

●
定
員　
　
12
名
（
要
申
込
み
）

●
参
加
費　
5
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ　
穂
坂
自
然
公
園

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

「
福
祉
の
日
」記
念
ま
つ
り
に
は

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
利
用
を
！

■
日
時　
10
月
17
日
（
土
）

　
9
時
～
14
時
（
雨
天
時
18
日
）

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
時
間

※
市
役
所
か
ら
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

※
帰
り
は
終
了
後
随
時
運
行

■ 

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
　
　

�（
内
線
1
8
0・1
8
1
）

　
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
12
時
30
分
受
付
開
始

■
場
所　
市
営
総
合
運
動
場

■
対
象　

　
市
内
在
住
者
及
び
通
勤
さ
れ
て

い
る
方
、
及
び
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

■ 

参
加
費　
5
0
0
円（
保
険
代

込
）※
ク
ラ
ブ
会
員
2
0
0
円

■
参
加
人
数　
先
着
1
2
0
名

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物
、

■
賞
品　
個
人
、
特
別
賞
な
ど
有

■
申
込
期
限　
10
月
14
日
（
水
）

■
申
込
方
法　
電
話
又
は
F
A
X

ご
入
会
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
何
か
を
始
め

る
に
は
と
て
も
良
い
季
節
で
す
。

　
10
月
か
ら
、
新
規
加
入
者
に
限

り
、
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

中
で
す
。ス
ク
ー
ル
24
コ
ー
ス（
エ

ア
ロ
・
軽
運
動
種
目
他
）・
サ
ー
ク

ル
5
コ
ー
ス
（
ス
テ
ッ
プ
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
）
を
ご
用
意
！

　
ご
自
分
の
体
力
や
時
間
帯
が
合

え
ば
い
つ
で
も
・
い
く
つ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
N
P
O
法
人
韮
崎

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

☎
2
1
‒
2
2
5
5

�
FAX�

2
2
‒
0
4
9
8

台風 18号等による大雨被害義援金募金にご協力を
　台風 18号等による大雨により被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　韮崎市は、被災地救援のため下記のとおり災害義援金募金活動を実施しますので、多くの皆さまのご
支援ご協力をお願いします。
■受付期間　11 月 30 日（月）まで　■募金箱設置場所　市役所福祉課及びニコリ 1 階総合受付
★この他にも韮崎市では下記の義援金の受付を、福祉課窓口で実施していますので、併せてご協力願います。
口永良部島新岳噴火災害義援金【12月 25日 ( 金 ) まで】東日本大震災義援金�【平成 28年 3月 31日 ( 木 ) まで】
■問い合わせ　福祉課社会福祉担当　（内線 180・181）

韮崎駅（発）

8 時 10分

8時 30分

9時 00分

11時 00分

11時 30分
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11 月 7 日（土）大ホール 
フェスタ開会式
（文化祭入選者表彰式）� 9：00～
四ツ打ち保存会� 10：15～
文化協会　大正琴部� 10：30～
文化協会　朗読部� 11：15～
文化協会　舞踊部� 11：25～
文化協会　詩吟部� 12：05～
文化協会　ダンス部� 12：15～
文化協会　軽音楽部� 12：35～
韮崎工業高校　太鼓部� 13：45～
文化協会　邦楽部� 14：10～
韮崎高校　箏曲部� 14：20～
文化協会　コーラス部� 14：40～
韮崎シティジュニアコーラス� 14：50～
文化協会　吹奏楽部� 15：10～
韮崎東中学校　吹奏楽部� 15：35～
韮崎西中学校　吹奏楽部� 16：00～
韮崎高校　吹奏楽部� 16：25～

★展示部門
11 月 7日 ( 土）　9：00～ 16：50　　11月 8日（日）　9：00～ 15：40
1階　文化協会作品展示（書道・絵画・能面・写真・読書文・文芸・華道・漢詩）
1階　�園児・小中学生入選作品展示（絵画・書道、図書館を使った調べる学習コンクール）
2階　公民館作品展示
※第 60回文化祭入選者は広報 11月号に掲載します。

★駐車場でのイベント
11 月 7日（土）・11月 8日（日）　10：00～ 15：00
駐 車 場� フリーマーケット（10月 31日まで出店者募集中）　
� 今年はふわふわドームが登場！※フリーマーケットふわふわドームは雨天中止
西側入口� もっちぃとわらわ座メンバー ドタバタクラウンショー (1 日 2回）
� 7 日（土）� 1 回目　10時 20分～ 10時 50分／
� � 2 回目　15時 10分～ 15時 40分
� 8 日（日）� 1 回目　10時 50分～ 11時 20分／
� � 2 回目　13時 30分～ 13時 50分

★発表部門　※内容、時間等の変更の場合あり

11 月 8 日（日）大ホール
開会式（感謝状贈呈、図書館を使った調べ
る学習コンクール入選者表彰式）
� 9：00～
実践発表（藤井町相垈分館、韮崎東中学校）
� 9：35～
遊戯（韮崎西保育園）� 10：15～
公民館発表（大正琴）� 10：50～
公民館発表（ダンス・舞踊・三宅太鼓）
� 11：45～
芸術鑑賞
記念公演（プティット・フルールコンサート）
チェロとピアノの音色をお楽しみください。
� 14：10～
講評・フェスタ閉会式� 15：30～

お茶のおもてなし
文化協会　茶道部（エントランスホール）
� 10：00～

中
央
公
民
館
・
民
俗
資
料
館

共
催
イ
ベ
ン
ト

に
ら
み
ん
で
秋
ま
つ
り

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館
（
に
ら

み
ん
）に
あ
る『
花
子
と
ア
ン
』

ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
前
で
お
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
草
木
染
め
体

験
や
大
型
紙
芝
居
の
ほ
か
、
輪

な
げ
、
こ
ま
回
し
、
焼
き
い
も

な
ど
昔
な
つ
か
し
い
遊
び
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
す
。
大
人
も
子

ど
も
も
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

遊
び
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
10
月
31
日
（
土
）

　
10
時
か
ら
14
時
ま
で
随
時
開
催

※
雨
天
中
止

※�

内
容
に
よ
っ
て
開
催
時
間
が

決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

　
「
花
子
と
ア
ン
」ロ
ケ
セ
ッ
ト
前

■
参
加
費　
無
料

※�

草
木
染
め
は
材
料
費
が
か
か

り
ま
す
。

■ 

対
象　
年
齢
、
市
内
外
を
問

わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
中
央
公
民
館

�

☎
2
0
-1
1
1
5

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

�

☎
2
2
-1
6
9
6

日頃の成果を発表！
韮崎市生涯学習フェスタ‘15に行こう

各
公
民
館
や
各
種
団
体
や
幼
児
・
小
中
高
校
生
の
作
品
や
活
動
発
表
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今
年
は
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
も
登
場
。
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
タ
で
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
・
未
就
学
児
も
入
場
可
能
で
す
）

日
時
　
11
月
7
日（
土
）
～
8
日（
日
）

場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　
韮
崎
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局（
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内
）　
（
内
線
2
6
7・2
6
8
）

クラウンもっちぃ

17



ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

	

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

昔
懐
か
し
い
映
画
上
映
会		

	

（
参
加
無
料
）

■
日
時　
10
月
18
日
（
日
）

　
開
演
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

■
場
所　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
70
名

編
物
講
習
会

　
寒
い
冬
に
向
け
て
暖
か
い
毛
糸

の
衣
類
を
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？�

■
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
10
時
～
15
時
（
途
中
退
室
可
）

■
講
師　
山
梨
編
物
手
芸
の
会

■
場
所　
1
階
会
議
室
5

①
初
級
・
中
級
者
コ
ー
ス

　
帽
子（
材
料
費
2
，0
0
0
円
）

②
中
級
者
コ
ー
ス

　

�

シ
ョ
ー
ル（
材
料
費
4
，0
0
0
円
）

③
上
級
者
コ
ー
ス

　
ベ
ス
ト（
材
料
費
3
，5
0
0
円
）

■
定
員　
各
コ
ー
ス
10
名

※�

持
ち
物
（
か
ぎ
針
は
コ
ー
ス
に

よ
る
の
で
申
込
時
に
確
認
）

そ
ば
打
ち
教
室

■
日
時　
11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
1
階
調
理
室

■
受
講
料　
1
，
5
0
0
円

■
定
員　
16
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■ 

申
込　
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル・ヨ
ー
ガ
教
室

　
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
心
に
も
体
に

も
優
し
い
ヨ
ー
ガ
教
室
で
す
。

■ 

日
時　
10
月
26
日
、
11
月
2
・

9
・
30
日
、
12
月
7
・
14
日

　
19
時
30
分
～
20
時
40
分

■
費
用　
6
，
0
0
0
円

■
定
員　
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■ 

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ

ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も

可
）、
動
き
や
す
い
服
装

市
立
図
書
館

	

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

10
月
展
示	

	
	

「
伊
那
市
文
化
交
流
」
展
示

　
高
遠
小
彼
岸
桜
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
韮
崎
駅
前
の
桜
は
長
野
県

伊
那
市
よ
り
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。

両
市
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

　
10
月
1
日
（
木
）
～
29
日
（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
10
月
は
、
さ
ざ
な
み
の
会
・
ひ

び
き
の
会
・
こ
ぶ
し
の
会
の
皆
さ

ん
が
出
演
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　
10
月
17
日�（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

図
書
館
祭
り

■
開
催
日　
10
月
24
日
（
土
）

　
不
要
と
な
っ
た
本
を
無
料
で
持

ち
帰
れ
る
古
本
市
を
は
じ
め
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
①　
古
本
市

■
時
間　
10
時
～
16
時

■
場
所　
図
書
館
入
口
前
廊
下

※
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

寄
贈
可
能
な
本
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
10
月
18
日
ま
で
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。（
詳
細
要
問
合
せ
）

イ
ベ
ン
ト
②　
お
は
な
し
会

　
人
形
劇
『
桃
太
郎
』
や
、「
三
角

絵
本
」
な
ど

■
時
間　
11
時
～
正
午

■
場
所　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

イ
ベ
ン
ト
③　
落
語

　
に
ら
さ
き
落
語
会
の
皆
さ
ん
が

出
演
し
ま
す
。

■
時
間　
14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

図
書
館
婚
活
イ
ベ
ン
ト	

	

図
書
館
の
出
会
い
は
運
命
で
す　
　
　
　
　
　

	

（
参
加
費
無
料
）

■
日
時　
11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
18
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
定
員　
男
女
各
10
名　
　

■
応
募
資
格

　
図
書
館
の
利
用
登
録
の
あ
る
県

内
在
住
で
本
が
好
き
な
25
～
45
歳

（
開
催
日
時
点
）
の
独
身
者

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
申
込
方
法

　
10
月
1
日
よ
り
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
受
付
（
電
話
不
可
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

	

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

骨
盤
ケ
ア
教
室
（
託
児
あ
り
）

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
役
立
つ

お
話
を
交
え
な
が
ら
、
ゆ
が
み

チ
ェ
ッ
ク
や
、
予
防
・
ケ
ア
を
指

導
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
2
日
（
金
）

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　
1
階
和
室

■
講
師　
山
本
由
紀
助
産
師

■
託
児
料　
一
人
3
0
0
円

　
（
二
人
目
か
ら
1
0
0
円
）

※�

託
児
希
望
の
方
は
13
時
20
分
ま

で
に
に
ら
☆
ち
び
へ

■
定
員　
10
名
（
要
電
話
予
約
）

韮
崎
市
子
育
て		

	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■ 

対
象　
市
内
に
お
住
い
の
子
育

て
に
関
心
が
あ
る
方

■ 

日
程　
10
月
6
・
7
・
8
・
9
・

14
・
15
・
16
日�（
振
替
可
）

　
9
時
30
分
～
15
時

■
定
員　
6
名

※�
韮
崎
市
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ケ
ロ
ケ
ロ
隊
」
会
員
や
、一
時

預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ま
か

せ
て
さ
ん
」
会
員
の
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

U
‒
3
親
子
サ
ッ
カ
ー	

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
韮
崎

　
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
韮
崎
！
青
い

空・き
れ
い
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、親

子
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
も
う
♪�

■
日
時　
10
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■ 

場
所　
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド　

穂
坂（
雨
天
時
併
設
の
ウ
ッ
ド
ジ

ム
で
開
催
※
室
内
履
き
持
参
）

■
対
象　
3
歳
以
下
の
親
子

■
定
員　
1
0
0
組

■ 

持
ち
物　
お
で
か
け
グ
ッ
ズ
・

帽
子
（
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
飲
食

禁
止
・
水
の
み
可
能
）

※�

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
で

来
て
く
だ
さ
い
。（
ヒ
ー
ル・サ

ン
ダ
ル
不
可
）

■ 

申
込　
電
話
ま
た
は
に
ら
★
ち

び
H
P
で
申
し
込
み

韮
崎
市
フ
ァ
ミ
リ
ー	

	

サ
ポ
ー
ト 

入
会
説
明
会

　
入
会
案
内
や
先
輩
マ
マ
の
体
験

談
、
ま
か
せ
て
会
員
さ
ん
の
「
お

も
て
な
し
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
も
あ

り
ま
す
♪�

■
日
時　
10
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

18
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■
出
店
料　
7
0
0
円

■ 

申
込　
10
月
16
日
（
金
）
9
時

30
分
か
ら
申
込
受
付
開
始

※�

出
店
希
望
者
が
申
込
書
を
持
参

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館

	

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

『
懐
か
し
の
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

～
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
上
映
会
～
』

　
午
後
の
ひ
と
時
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
1
階
会
議
室
A
・
B

■ 
対
象　
0
歳
児
～
小
学
生
の
保

護
者
（
プ
レ
マ
マ・パ
パ
も
歓
迎
）

■
申
込　
随
時
電
話
申
込

韮
高
生
と
あ
そ
ぼ
う
♪

■
日
時　
10
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
9
時
50
分
～
10
時
30
分

■ 

定
員　
0
～
3
歳
児
を
お
持
ち

の
親
子
20
組

■ 

申
込　
電
話
ま
た
は
に
ら
★
ち

び
H
P
で
申
し
込
み

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

　
よ
こ
爺
ち
ゃ
ん
の
畑
で
さ
つ
ま

芋
ほ
り
し
ま
せ
ん
か
？
お
や
つ
タ

イ
ム
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ

り
ま
す
。
※
雨
天
中
止

■
日
時　
10
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
坂
の
上
地
区
公
民
館

■
定
員　
10
組
く
ら
い

■
参
加
費　
大
人
3
0
0
円

■ 

持
ち
物　
帽
子
・
飲
み
物
・
長

靴
・
軍
手

■ 

申
込　
に
ら
★
ち
び
に
電
話
を

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

第
8
回
お
た
ま
じ
ゃ
く
し		

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
ま
だ
使
え
る
か
ら
誰
か
に
使
っ

て
も
ら
い
た
い
…
の
思
い
を
誰
か

に
つ
な
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
募
集
数　
15
組

■
上
映
作
品　

　
「
野
菊
の
墓
」
松
田
聖
子
主
演

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
30
名

■
申
込　
10
月
2
日
（
金
）
か
ら

筆
ペ
ン
講
座
（
2
回
・
無
料
）

　
年
賀
状
を
筆
ペ
ン
で
サ
ラ
サ
ラ

書
け
た
ら
い
い
な
、
と
思
っ
て
い

る
方
に
オ
ス
ス
メ
の
講
座
で
す
。

■
日
時　
10
月
20
・
27
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
1
階
会
議
室
5

■
持
ち
物　
筆
ペ
ン

■
定
員　
20
名

■
講
師　
田
中
志
津
先
生

■
申
込　
10
月
2
日
（
金
）
か
ら

★
「
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
」7/1
㈬
～11/30
㈪
の
期
間
は
全
車
種
無
料
。

輝く女性を応援！女性団体連絡協議会レポート④

ひびけ歌声！　韮崎市民合唱団
　昭和 49 年、
韮 崎 小 学 校
PTA合唱団を
母体に発足し、
今年 41 周年
になる市内で
唯一の混成合唱団です。20代から80代の歌好き
な 30数名の仲間が、時に厳しく、時にやさしく、
ユーモアをもって導いて下さる、芦沢ひろ子先生
のもと、毎週水曜日、20時から 22時まで練習を
しています。2年に 1度の定期演奏会、市生涯学
習フェスティバル、県ママさんコーラス大会、保
阪嘉内・宮沢賢治花園農村の碑の碑前祭、武田の
里音楽祭等への参加が主な活動です。定期演奏会
では、女声合唱曲、男声合唱曲、混成合唱曲で、誰
でも知っている歌謡曲、ポップス、古典曲、新し
い内外の合唱曲にオリジナルの歌詞をつけたりし
てより親しみやすい音楽会にしています。特に演
奏会最後のプログラムは、韮崎の民話をもとに、
ウーロン亭ちゃ太郎先生が構成、作詞、演出をし
た歌芝居を上演しています。
　「歌は他の人と響き合うとき、いのちの喜びに満
たされる」。この喜びを求めて練習を重ねていま
す。あなたも一緒に歌いませんか。
■問い合わせ　市民合唱団�団長�林☎ 22-0188

9 月 28 日（月）発売！
　今年のオータムジャンボ宝くじは、1等 ･前後賞
あわせて 5億円！ !
　1等　3億円× 13本
（発売総額 390億円・13ユニットの場合）
　前後賞各　1億円× 26本
（発売総額 390億円・13ユニットの場合

★一般社団法人　全国市町村振興協会★

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成

金
を
受
け
て
、
韮
崎
市
自
主
防

災
組
織
連
絡
協
議
会
に
参
画
し

て
い
る
自
主
防
災
組
織
に
防
災

備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
備
品
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

�

（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

宝くじの助成により
コミュニティ備品を購入
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●国民健康保険より
9 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、154,105,008
円（前年同月比 3.30% 増）で、1 人あたりの保険者負担額は、19,686 円（前
年同月比 6.25% 増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力
ください。

●市の人口　9 月 1 日現在 （前月比）
　　男　：15，210 人 ( うち外国人 175 人） 15 人
　　女　：15，430 人 ( うち外国人 261 人） 17 人
　　計　：30，640 人 ( うち外国人 436 人 ) 32 人
　世帯数：12，462 世帯 　9 世帯

国勢調査への回答はお済みですか？
　10月1日を基準日として、すべての世帯を対象に「平成27年国勢調査」を実施するため、
9 月中に調査員が各ご家庭を訪問し、関係書類を配布したところです。今回より、回答方
法が、インターネットと紙の調査票への記入のいずれかを選択できるようになりました。
インターネットでの回答を行わなかった方は【※インターネットでの回答は 9 月 20 日で
終了しました】、調査票での回答が必要ですので、配布された調査票にご記入し、訪問す
る調査員にお渡し下さい。なお、調査票が届いていない方は、お手数ですが企画財政課ま
でご連絡願います。 ■問い合わせ　企画財政課企画推進担当　（内線 355 ～ 357）

り
ま
す
。
天
文
14
年
と
書
か
れ
た

古
文
書
に
は
、
甘
利
山
の
正
当
な

所
有
権
が
甘
利
三
ヶ
村
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
証
明
書
を

創
る
こ
と
が
必
要
な
く
ら
い
激
し

い
争
い
が
甘
利
山
を
め
ぐ
っ
て
繰

り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、昔
か
ら
、甘

利
山
一
帯
は
資
源
の
豊
富
な
魅
力

的
な
山
で
あ
っ
た
こ
と
を
歌
・
踊

り
・
古
文
書
は
伝
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
綾
棒
踊
り
の
歌
は
、
大
正
時
代

の
は
じ
め
頃
ま
で
は
頻
繁
に
歌
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
後

途
絶
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、昭

和
30
年
頃
に
当
時
の
甘
利
小
学
校

の
佐
藤
八
郎
校
長
先
生
に
よ
っ
て

復
活
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
綾
棒
踊
り
は
無
形
文
化

財
と
し
て
甘
利
小
学
校
の
児
童
を

伝
承
者
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
武

田
の
里
に
ら
さ
き
・
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
で
も
「
甘
利
っ
子
」
た
ち

が
綾
棒
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
会

場
を
踊
り
歩
き
ま
す
。
甘
利
山
の

魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
る
踊
り
を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
記
事
・
文
化
財
担
当　
閏
間
）

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
生
物

圏
保
存
地
域
）
と
し
て
登
録
さ
れ

た
南
ア
ル
プ
ス
。
そ
の
一
角
を

担
っ
て
い
る
甘
利
山
と
機
織
で
使

う
綾
棒
を
使
っ
て
踊
る
綾
棒
踊
り

に
は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

「
ひ
と
つ
と
の
ー
え　

さ
ん
の

え
ー　

ひ
と
つ
審
判　

甘
利
山　

山
論
さ
わ
ぎ
を　

お
聴
き
や
れ
」

か
ら
は
じ
ま
る
20
番
ま
で
の
歌
詞

を
持
つ
綾
棒
踊
り
の
歌
で
す
が
、

甘
利
山
の
資
源
を
め
ぐ
る
山
の
境

界
争
い
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
境
界
争
い
は
実
際
に
あ
っ
た
話

し
で
、文
化
13
年（
1
8
1
6
年
）

に
甲
府
で
裁
判
と
な
り
、
最
終
的

に
安
政
6
年
（
1
8
5
9
年
）
に

江
戸
幕
府
が
甘
利
三
ヶ
村
に
所
有

権
の
正
当
性
を
認
め
て
一
件
落
着

し
ま
し
た
。
そ
の
裁
判
の
間
に
歌

舞
伎
の
「
白
木
屋
お
駒
才
三
」
の

歌
詞
を
替
え
て
歌
い
踊
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
綾
棒
踊
り
で
す
。

歌
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
古

文
書
に
も
、
興
味
深
い
も
の
が
あ

甘
利
山
の
魅
力
を
現
代
に
伝
え
る

        
綾
棒
踊
り

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り
第

回
14


